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＜村の様子＞ 

  

  
ミンダナオ島ジェネラルサントスの山奥にある面積 6,809 ヘクタールのバランガイサンホセ。主に

先住民族ブラアンが住み、その多くは農業で生計を立てている。 

 
＜教育について＞ 

  
幼稚園～5年生まで 349 人が竹小屋で学んでいるシャトル小学校。正式な校舎は 1つもない。 



＜先住民族について＞ 

  
先住民族ブラアンは、低地社会では差別の対象であり、自身も劣等感を抱きがちである。 

 
＜保健医療について＞ 

  
事実上無医村となっている地域では、疾患に対して適切な対応がなされていない。 

 
＜生計向上について＞ 

  

ブラガン地域には、すでに手工芸品の制作・販売に取り組みはじめたグループがあるが、制作技術

の面、また運営知識の面で課題が多い。 

 

以上 


